東京ポートレート : コミュニティと孤独の表現 by ランダル カール
    
 
 
氏       名 ランダル カール 
学 位 の 種 類 博 士 （美 術） 
学 位 記 番 号 博  美  第  369 号 




（主査） 東京芸術大学 教 授 （美術学部） 佐 藤 一 郎 
（論文第１副査）    〃  〃 （  〃  ） 佐 藤 道 信 
（作品第１副査）    〃  〃 （  〃  ） 東 谷 武 美 
（副査）    〃  〃 （  〃  ） 小 山 穂太郎 



















































































































































































































    
 
作」は続けられるであろう。 
 絵画技術の観点からカール・ランダルの作品を眺めてみたい。これまで、日本における作品は大部分
が、いわゆる灰色画（グリザイユ）であり、白色から灰色をへて黒色にいたる諧調（グラデーション）
で描かれている。光によってできる陰影を利用して、対象物の立体感、量感を出すための方法である。
顔であれば、光が当たっているところを明るく、当たっていないところを暗くすることによって、顔自
体の形態を浮き出させる絵画技術である。一方、カール・ランダルは画面を構成するために、水平線、
垂直線を強調するが、奥行きも出そうと斜線も使用している。いわゆるルネッサンス期に発達した一点
透視図法、あるいは二点透視図法を厳格に採用するのではなく、たとえばアッシジのサン・フランチェ
スコ大聖堂のフレスコ画に見られるプリミティヴな遠近法に近いものである。 
 彼のグリザイユが基調となった明暗法と遠近法に、色彩が加わるとどのようになるのであろう。一部、
固有色が彩色された作品（「花見」「鴬谷」「森タワーのナイトクラブ」）で試行されているが、物自体を
取り囲む空間表現をも含めて、今後どのように進展していくのか期待したい。 
 イタリアに滞在したいという希望をもっていると、カール・ランダルからわたくしは聞いている。北
方欧州の出身である彼が眩しいばかりの陽光に照らされたイタリアの都市で生活することは、彼の人生
のターニング・ポイントになるかもしれない。 
 以上のことから、本申請論文における論文審査および作品審査において、博士（美術）の学位を授与
するのに十分な内容および水準であると判断できる。 
以上 
 
 
